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文：田﨑　敬修

いにしえよりずっと重要だった
                            「野沢のある場所」
　野沢にはあまり目立たないのですが、中世の昔から長い間空き地となることなく重要な建物が建っていた

場所があります。それは、現在の「西会津町役場」の場所です。

　横町の熊野神社に伝わる古文書によると、芝草の中野川沿いにある前山周辺に散在していた人々が大永２

年（1522）に芝草の小屋田にあった熊野神社を現在の地に移して鬼門の鎮護とし、集落の名を「野沢」と決

めて町割りをしたそうです。伝承によれば、その町割りより前の嘉元元年（1303）にはすでに地頭・荒
あら い

井

信
しなののかみ

濃守頼
よりとう

任があまり人家のなかったと思われるこの地に「荒井館」を建てて住んでおり、館には代々荒井氏

の子孫が住んでいたそうです。その後、何かの理由で荒井氏が他の地に

移ったのでしょうか。この館に当時、会津の盟主だった芦名盛氏に反旗

を翻
ひるがえ

した大
おおつき

槻太
たろ う

郎左
ざ え も ん

衛門が野沢本町村の大槻館（現在の遍照寺） から移

り、天正 6年（1578）まで住んでいたようです。

　江戸時代になると、会津松平初代藩主保
ほしな

科正
まさゆき

之の「お茶屋屋敷（本陣）」

が建てられます。享保６年（1721）には「御本陣」と名称が変更され

ますが、寛政２年（1790）には原町（現町営駐車場付近）に新築移転

となります。お茶屋屋敷の跡地には「社
しゃそう

倉（飢
きき ん

饉などのために米を備蓄

する倉）、郷
ごうくら

倉（年貢米を一時保管する倉）」がありましたが、いつからあっ

たのかははっきりしません。社倉・郷倉と並立する形で常楽寺脇にあっ

た「野沢代官所」が文化７年（1810）以降、当地に移転します。

　明治になると、明治元年（1868）から同 2年まで同所に「野沢民政局」
が開設されます。さらに明治５年（1872）、旧本陣宅の一部を使って開校した野沢小学校が同 10年（1877）

郷倉に移転し、その後、平成 23年（2011）まで長期にわたり「野沢小学校」の地となります。

　平成 24年（2012）に同校校舎は町内 5つの小学校が統合して「西会津小学校」になり、平成 27年（2015）、

森野の現在地に新築移転しました。そして、平成 30 年（2018）、小学校跡地に現在の「役場庁舎」が改築

移転したのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考文献『西会津町』）

野沢

野沢駅野沢駅

　

今
月
は
、
９
月
10
日
に
奥
川
み

ら
い
交
流
館
で
行
わ
れ
た
奥
川
地

区
の
敬
老
会
か
ら
。
マ
ス
ク
越
し

に
微
笑
む
佐
藤
利
江
さ
ん
で
す
。

　

来
年
は
全
員
が
マ
ス
ク
な
し
で

会
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
２
㌻
か
ら
関
連
記
事
）

　

今
回
、
町
民
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ャ
ラ
リ
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の
撮

影
に
協
力
い
た
だ
い
た
佐
藤
さ
ん
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